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研究成果の概要 

 本研究は、子どもからお年寄りまで楽しく暮らせる地域社会を守り創る住民自治活動

において、学生が住民となり関わる多世代交流型の住民自治活動開発の可能性を探る調

査を行うと共に、次年度以降の社会実装への試みを推進するためのツールとして調査結

果をまとめた啓発冊子を作成した。 

 まずは、学生が地域に「住む」カタチとして「高齢者宅同居」と「空き家活用のシェア

ハウス」に注目し、学生及び住民のニーズや意識を把握するため双方にアンケート調査を

行った。学生と高齢者が一つ屋根の下で暮らす「高齢者宅同居」について、学生の３２％

が関心があると回答し、住民の約２０％が関心を持っていることがわかった。シェアハウ

スについては、約６８％の学生が関心を持ち、住民は同じ自治会内での空き家を活かした

大学生同士の同居に、約７６％が良いと回答した。以上の調査結果から、「高齢者宅同居」

については、双方とも関心を有する割合は学生で約３割、住民で約２割程度ではあるが、

一定の関心を双方が有することが明らかになったことで社会実装への可能性があること

がわかった。「空き家活用のシェアハウス」については、学生・住民ともに大きな関心を

有しており、社会実装へ期待が高まる結果となった。 

 

１．研究開始当初の背景 

（１）地域社会の課題 

 地域社会の急速な高齢化により、住民自治活動の担い手の不足や高齢化が進み福祉・防

災・防犯など、安心・安全な地域社会を維持する上で重要な住民による活動の継続が困難

になりつつある。加えて、増加する高齢世帯や独居高齢世帯では「買い物困難」や「孤独

死」など様々な問題が発生しており、このように自治機能が低下しつつある地域社会にお

いて共助による解決が困難となりつつある。 

（２）大学及び学生の課題 

研究課題名：大学生が関わる多世代交流型の自治活動開発に関する基礎調査 

      〜空き家、空き間活用による学生が地域に暮らし・交流し・学ぶコミュニ 

      ティ形成を目指して〜 

研究代表者（申請者）：谷口 知弘 

共同研究者：杉岡 秀紀、佐藤 充、江上 直樹 

研究経費：358 千円 
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 景気低迷が続く中にあって、学生の生活を支える家庭の経済状況は厳しいものがあり、

特に本学在学生においては奨学金やアルバイトにより、学費や生活費をまかなう者が比

較的多く、廉価で良好な住居の提供は勉学の時間を確保し学びの質を高める上でも重要

な課題である。加えて、今後定員増を図る本学において学生確保の点からも生活費の軽減

に向けた取り組みは重要と考える。 

 

２．研究の目的 

  地域と大学双方の課題に対して、大学生が住民自治の担い手として地域に暮らす場を

提供することで双方の課題解決につながるとの仮説を立てた。住民自治の担い手なる大

学生が空き家や空き間を活用して地域に暮らし、住民との交流や共同作業を通して学び、

地域に貢献するコミュニティ形成の実現を目標に、今年度は関係者のニーズ把握と社会

実装に向けた啓発ツールの作成に取り組んだ。 

 

３．研究の方法 

（１）高齢者宅への同居･交流及びシェアハウスに対する学生のニーズや意識を把握する。 

  ・本学在学生へのアンケート調査の実施。 

（２）高齢者宅への同居･交流及びシェアハウスに対する住民のニーズや意識を把握する。 

  ・調査対象地域９自治会（４０１世帯）へのアンケートの実施 

   福知山ワンダーマーケットに関係する新町商店街の自治会（上新町36、下新町25） 

   市が推進する街なみ環境整備事業重点区域（菱屋 48、下柳 21、長町 66、京町 36） 

   広小路周辺（下紺屋町 56、上紺屋町 61、鍛治町 52） 

（３）社会実装に向けて調査結果をまとめた啓発冊子を作成する。 

 

４．研究成果と今後の課題 

（１）高齢者宅への同居･交流及びシェアハウスに対する学生のニーズや意識に関わる調査 

１）趣旨 

  本調査は、高齢者宅への同居･交流及びシェアハウスに関わる学生のニーズや意識

を明らかにし、学生が参画する多世代交流型自治活動の社会実装実現のための基礎

資料とすることを目的としている。 

２）アンケート調査の実施概要 

実施主体：京都府 建設交通部住宅課 

    福知山公立大学 大学生が関わる多世代交流型コミュニティ形成研究会 

実施対象：福知山公立大学１年生（50 人） 

実施時期：平成 28 年 2 月 3 日 

実施方法：大学講義にて配布回収 

３）アンケート回収状況 

回収数：50 

うち白票・無効票：0 票 

有効票数：50 票 
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有効回収率：100％ 

４）調査結果 

 【資料１「しりあう BOOK、pp2-3、学生に向けたアンケートの結果」参照】 

  学生と高齢者が一つ屋根の下で暮らす高齢者宅同居について、学生の高齢宅への

同居・交流のある暮らし方への関心は、１２％が「とても有る」、２２％が「少しあ

る」と回答し、概ね３割の学生が関心を持っていることがわかった。同居のメリット

では「家賃などの負担軽減」が最も多く６５％、続いて「コミュニケーション」４８％

「高齢者の手助け」４６％、「高齢者の知識や経験を聞ける」３０％となった。 

  シェアハウスについては、「とても有る」２５.５％、「少し有る」４２.６％と７割

近い学生が関心を持っていることがわかった。 

  高齢者宅同居について、概ね３割程度、シェアハウスについては７割近い学生が関

心を有していたことで、学生が地域に「住む」カタチとして「高齢者宅同居」と「空

き家活用のシェアハウス」は社会実装の可能性があることがわかった。 

 

（２）高齢者宅への同居･交流及びシェアハウスに対する住民のニーズや意識に関わる調査 

１）趣旨 

  本調査は、大学生が関わる多世代交流型のご近所づくりに関する地域住民のニー

ズや意識を明らかにし、学生が参画する多世代交流型自治活動の社会実装実現のた

めの基礎資料とすることを目的としている。 

２）アンケート調査の実施概要 

実施主体：京都府 建設交通部住宅課 

     （京都府建設交通部住宅課長 竹村好史） 

    福知山公立大学 大学生が関わる多世代交流型コミュニティ形成研究会 

     （福知山公立大学地域経営学部教授 谷口知弘）  

実施対象：モデル地域とした福知山市中心市街地の 9 自治会の世帯（401 世帯） 

     （上新町、下新町、菱屋、下柳、長町、京町、下紺屋町、上紺屋町、鍛治町） 

実施時期：平成 29 年 2 月末～3 月 15 日 

実施方法：自治会の協力を得て用紙配布し郵送で回収 

３）アンケート回収状況 

回収数：89 

うち白票・無効票：0 票 

有効票数：89 票 

有効回収率：22.2％ 

４）調査結果 

 【資料１「しりあう BOOK、pp4-5、地域住民に向けたアンケートの結果」参照】 

  学生と高齢者が一つ屋根の下で暮らす高齢者宅同居について、興味を示した住民

は１８世帯、２０.２％（とてもある１世帯、少しある１７世帯）あり、自治会内に高

齢者宅同居が行われることに対しては、６２世帯、６９.７％（とても良い１５世帯、

どちらかといえば良い４７世帯）が肯定的であった。 
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  シェアハウスについては、自治会内での空き家を活かした大学生同士の同居に、６

８世帯、７６.４％（とても良い１４世帯、どちらかといえば良い５４世帯）が肯定

的であった。 

  以上の調査結果から、高齢者宅同居については、約２割程度ではあるが、一定の関

心を有することが明らかになったことで社会実装への可能性があることがわかった。

「空き家活用のシェアハウス」については、大きな関心を有しており、社会実装へ期

待が高まる結果となった。 

 

（３）社会実装に向けて調査結果をまとめた啓発冊子作成 

   【資料１「しりあう BOOK」参照】 

 本研究は、社会実装を着地点としていることから調査結果を関係者（学生・住民）に

伝える工夫として、訴求力がある調査結果の報告書を作成するためにデザイナーと協

働し啓発冊子として製作した。 

 本冊子は、学生が地域に「住む」カタチとして「高齢者宅同居」と「空き家活用のシ

ェアハウス」のアイデアと可能性を学生・住民双方に周知し、社会実装に参画する当事

者及び支援者を得ることを目的としている。 

 冊子製作の主目的を学生の気持ちと地域住民の気持ちをお互いが「知り合う」ことと

し、調査結果及び学生が地域に関わる活動事例の紹介、京都府が高齢者宅同居に取り組

む「京都ソリデール」事業、福知山市が空き家活用に取り組む「ふくちやまストックバ

ンク」事業を紹介した。 

 本冊子は、福知山公立大学の全学生・教職員及び調査対象地域の全世帯に配布予定で

ある。加えて、市役所広報や新聞等のメディアを通じて積極的に広報し、希望者には配

布を予定している。 

 

（４）今後の課題 

 本研究の中長期の目標は、少子化高齢化が進行し人間関係が希薄化する傾向にあり、

住民自治活動が停滞あるいは衰退しつつある地域社会において、大学生を中心とした

若い世代が住民自治活動に参画する状況が広く社会実装させるためのモデルを構築す

ることにある。 

 本年度は研究の端緒として、学生が地域に「住む」カタチに注目し、「高齢者宅同居」

と「空き家活用のシェアハウス」に関して、学生及び住民のニーズや意識を把握するた

め双方にアンケート調査を行い。先述したように、一定の関心を双方が有することを明

らかにした。よって、仮説とした「学生が地域に『住む』カタチ」について、学生・住

民双方のニーズや意識においては可能性があることがわかった。次年度以降は、本研究

で作成した啓発冊子も活用し学生・地域双方に学生が地域に「住む」カタチに参画する

当事者をつくり、支援者を増やす社会実験の段階となる。 

 社会実験を進めるにあたっての課題として次の 3 点が挙げられる。 

①アイデアの周知：学生が地域に「住む」カタチとしての「高齢者宅同居」と「空き家

活用のシェアハウス」は、新しい取り組みであることから、多くの学生・住民にとって
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は未知の住まい方である。まず短期的には、このような住まい方のアイデアがあること

を周知する活動と実践事例をつくることが重要となる。 

②協働の仕組み及び事業者の育成：大学・行政・民間の協働の仕組みち事業モデルの構

築及び中間支援的な活動を行う民間事業者の育成が中長期的には重要となる。 

③実践へ一歩踏み出すきっかけづくり：「高齢者宅同居」について、調査より学生・住

民双方に一定があることはわかったが、「若い人と生活のリズムが違うのが気になる」

「旧造りの建て方の家ではプライバシーが守れない」「キッチンやトイレ、風呂、洗面

所を共有について、今時の若者も高齢者も贅沢になっており、共存は無理だと思う」な

ど年齢差による生活リズムや意識の違い、プライバーシーの問題など不安の指摘もあ

った。不安を乗り越えるためには、まず双方が出会い交流する機会をつくることが必要

であり、適切なマッチングと信頼関係形成が重要となる。 

④高齢者の知恵や経験を生かす関係形成：「高齢者宅同居」について、調査より「街の

中には老人があふれ、若い人の助けも必要だが、老人を憐れまないでほしい」との意見

があった。「老人を憐れまないでほしい」との受け止めをした方があったことは、本研

究の方法や住民への提示において、高齢者は弱者でありサービスを受ける側であると

の見方を無意識の内にしていたのではと大いに反省することである。プロダクティブ・

エイジング（創造的加齢）の概念が端的に表現しているように、高齢者は長い人生経験

で獲得した知恵や経験の上にサービスを提供する側であり続け、学生と対等な関係を

形成することが望まれる。呼びかけ方や暮らし方の提案において熟慮した更なる工夫

が求めらる。 
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【資料１】「しりあう BOOK」、多世代交流型住民自治開発研究会、2017.03,31 
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【資料２】 

 学生に向けたアンケート 

「高齢者宅への同居･交流及びシェアハウスに関わるアンケート」調査票 
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【資料３】 

 地域住民に向けたアンケート 

「大学生が関わる多世代交流型のご近所づくりに関する調査」調査票 
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